
ご家族の安心をお守りするお役立ち情報をお届けします

突然のケガや病気に備えるために
最近の医療事情を知っておきましょう

ケガや病気で入院したら・・・

一般的には、次のような費用がかかると言われています。

差額
ﾍﾞｯﾄﾞ代

先進
医療

食事代
（一部負担）

交通費
日用品
購入費

その他

①公的医療保険制度により一定割合が自己負担となるもの

②公的医療保険制度の対象外となり全額自己負担となるもの

③その他、自己負担となるもの

入院料
手術
費用

検査
費用

投薬
費用

自己負担額が一定限度額を超えた場合

高額療養費制度の対象となります

先進医療とは？

体への負担が少ない、術後の回復が早い

などのメリットがありますが、

先進医療に関わる技術料は全額自己負担となります。

先進医療の技術料

（全額自己負担）

診察・検査・投薬・注射・入院など
公的医療保険の負担（7割）

患者の自己負担（3割）

全額自己負担

№２



ご家族の安心をお守りするお手伝いをさせていただいています。

ご不明な点があれば何なりとお問い合わせください。
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平均入院日数は減少傾向に！
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入院時１日当り平均自己負担額は増加傾向に！

平成16年
28.2日

令和4年
17.7日

出典 ：生命保険文化センター「生活保障に関する調査」
   平成13年以前は過去１年間、平成１６年以降は過去５年間の直近の入院データ
平成１９年までの入院時一日あたり平均自己負担額は、高額療養費制度による払い戻し前の金額、
平成２２年以降は、高額療養費制度を利用した場合は、利用後の金額
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入院日数は2/3に減少！

平成16年
14,700円

令和4年
20,700円

最も大切なことは、このような医療事情やご自身の状況に合わせて、

様々な医療保険やがん保険の中から、最適な補償内容を検討することです。

自己負担額は1.4倍に増加！
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